
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方

　

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
に
係
る
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
環
境
や
国
・
県
の
政
策
動

向
を
捉
え
な
が
ら
、「
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ

ラ
ン
ド
構
想
」
の
基
軸
で
あ
る

　

１　

白
い
森
の
国
を
担
う
「
人
」
づ
く
り

　

２　

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
環
境
」
づ
く
り

　

３　

白
い
森
を
舞
台
と
す
る
活
き
活
き
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
暮
ら
し
」
づ
く
り

　

４　

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

の
４
つ
の
柱
に
沿
っ
て
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
施
策
の
構
築
に
あ
た
り
、

「
先
を
見
る
目
」
、「
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」
、「
町

民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
」
と
い
う
視
点
で
精

査
し
た
上
で
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
て
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

令和６年度の主な事業

　

小
国
町
議
会
３
月
定
例
会
が
３

　

小
国
町
議
会
３
月
定
例
会
が
３

月
５
日
か
ら

月
５
日
か
ら
1515
日
ま
で
開
催
さ

日
ま
で
開
催
さ

れ
、
令
和
６
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

れ
、
令
和
６
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
と
そ
の
予
算
が
決
ま
り
ま

の
方
針
と
そ
の
予
算
が
決
ま
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は

7070
億
円
で
、
特
別
会
計
と
企
業
会

億
円
で
、
特
別
会
計
と
企
業
会

計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
予
算
総
額

計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
予
算
総
額

１
１
９
億
１
１
０
４
万
９
千
円
と

１
１
９
億
１
１
０
４
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

　

今
月
は
令
和
６
年
度
に
お
け
る

　

今
月
は
令
和
６
年
度
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
示
す

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
示
す

施
政
方
針
と
予
算
の
主
な
概
要
を

施
政
方
針
と
予
算
の
主
な
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

紹
介
し
ま
す
。

「人」づくり

次期総合センター建設事業 ８億494万円

保小中高一貫教育支援事業 4,079万２千円

福祉医療給付事業 3,909万円

子育て支援センター運営事業 1,110万１千円

歴史民俗資料館整備事業 1,053万３千円

「暮らし」づくり

病院事業会計負担金 ２億380万円

障害者自立支援給付事業 １億4,913万６千円

新たな森林経営管理事業 2,424万４千円

森林サービス産業推進事業 1,285万６千円

白い森みらい創生事業 1,158万１千円

「環境」づくり

町道橋補修事業 ２億1,100万円

公共交通運行事業 4,460万９千円

道路維持事業 2,523万２千円

小国の住宅総合支援事業 1,200万円

有害鳥獣被害対策事業 1,141万１千円

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

施

政

方

針

施

政

方

針



■
出
産
、
子
育
て
の
負
担
軽
減

　

出
産
、
子
育
て
に
関
す
る
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
定
期
妊
婦

健
診
費
用
を
助
成
す
る
ほ
か
、
町

独
自
の
出
産
支
援
金
に
加
え
、
国

の
制
度
を
活
用
し
、
出
産
応
援
交

付
金
と
子
育
て
応
援
交
付
金
を
交

付
し
ま
す
。
ま
た
、
出
産
直
後
の

母
子
に
対
す
る
産
後
ケ
ア
の
体
制

確
保
や
、
乳
幼
児
健
診
を
は
じ
め

両
親
学
級
や
子
ど
も
の
食
育
事
業

な
ど
、
子
育
て
に
係
る
相
談
体
制

を
構
築
す
る
ほ
か
、
18
歳
以
下
の

医
療
費
の
無
料
化
な
ど
を
継
続

し
、
少
子
化
へ
の
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

ア
プ
リ
を
活
用

　

母
子
健
康
手
帳
と
子
育
て
支
援

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
運
用
を
開
始
し
、
子
ど
も
の

健
康
管
理
や
各
種
予
防
接
種
の
調

整
な
ど
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

■
保
小
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

　

本
町
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
で

あ
る
保
小
中
高
一
環
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
学
習
支
援
員
や
学
力

充
実
支
援
員
等
の
配
置
に
加
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
専
門
家
に
よ
る
支

援
の
拡
充
な
ど
を
通
じ
て
、
質
の

高
い
教
育
環
境
を
確
保
し
、
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
力
を
育
み
ま

す
。
ま
た
、
教
育
相
談
員
を
配
置

す
る
ほ
か
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

を
実
施
し
、
「
個
」
に
応
じ
た
適

切
な
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
移
住
・
定
住
の
促
進

　

首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
移
住
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
ほ
か
、
移
住

者
に
よ
る
具
体
的
な
生
活
情
報
の

発
信
や
、
移
住
を
検
討
し
て
い
る

か
た
と
地
域
と
を
結
ぶ
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
イ
ト
の
運
営
強
化
を
図
り
、

移
住
・
定
住
を
促
す
施
策
を
総
合

的
に
展
開
し
ま
す
。

特集　特集　令和６年度施政方針および予算

白
い
森
の
国
を
担
う
「
人
」
づ
く
り

▲子育て支援センターが開催する子育て講座（救急救命講習）

は
じ
め
に

　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
２
４
０

人
以
上
の
か
た
が
尊
い
命
を
失

い
、
４
万
棟
以
上
の
住
宅
が
損
壊

す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
今
な
お
、
多
く
の
か
た

が
避
難
所
で
の
暮
ら
し
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
か
た
が
た
に
心

か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
ご
遺
族
と
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
被
災
地
の
一
刻
も
早

い
復
旧
と
復
興
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

多
発
す
る
自
然
災
害
に
加
え
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
、

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
「
白
い
森
の
国
お
ぐ

に
」
を
構
築
し
、
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲都内で開催された移住フェアの様子

広報おぐに　2024.4
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特集　特集　令和６年度施政方針および予算

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く
「
環
境
」
づ
く
り

■
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

段
階
的
に
準
備
を
進
め
て
き
た

次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
度
は
本
体
工
事

に
着
手
し
、
令
和
７
年
度
中
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

■
小
国
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の

　

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

　

旧
伊
佐
領
小
学
校
を
活
用
し
て

整
備
を
進
め
て
き
た
歴
史
民
俗
資

料
館
に
つ
い
て
、
本
年
５
月
の
本

格
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
ト
イ
レ

の
改
修
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

環
境
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

当
該
施
設
の
運
営
管
理
を
は
じ

め
、
展
示
資
料
の
拡
充
、
企
画
展

の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
住
環
境
整
備
の
支
援

　

本
町
の
特
性
に
適
し
た
住
み

や
す
い
居
住
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
住
宅
の
断
熱
化
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
減
災
対
策
な
ど
の
リ
フ

ォ
ー
ム
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修

に
加
え
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、

薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
購
入
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
な
ど
に
要
す

る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

■
渇
水
お
よ
び
水
害
対
策

　

田
沢
頭
地
内
の
た
め
池
に
堆

積
し
て
い
る
土
砂
を
取
り
除
く

浚し
ゅ
ん
せ
つ

渫

工
事
を
実
施
し
、
貯
水
量

を
確
保
し
て
渇
水
対
策
や
水
害
等

の
防
止
機
能
を
高
め
ま
す
。

■
有
害
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策

　

有
害
鳥
獣
の
生
息
状
況
な
ど
を

正
確
に
把
握
し
て
、
周
辺
住
民
の

安
全
確
保
や
農
作
物
被
害
の
防
止

に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
た
に
最
先

端
の
自
動
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
と
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
監
視
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
う
と
と
も

に
、
電
気
柵
の
設
置
や
狩
猟
免
許

取
得
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　
■
新
山
道
の
整
備
促
進

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設

促
進
期
成
同
盟
会
や
新
潟
山
形
南

部
連
絡
道
路
早
期
実
現
小
国
町
推

進
協
力
会
等
の
関
係
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
、
早
期
完
成
に
向
け
た

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

■
道
路
の
安
全
確
保

　

大
字
沼
沢
地
内
の
町
道
川
下
明

沢
線
の
雪
崩
対
策
と
し
て
、
道
路

の
拡
幅
改
良
に
向
け
て
路
線
測
量

を
行
う
ほ
か
、
町
道
長
者
原
内
川

線
、
町
道
西
田
沢
頭
線
の
整
備
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

町
道
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
大
字
五
味
沢
地
内
か
じ
か
橋

な
ど
６
橋
の
補
修
工
事
と
大
字
小

国
町
地
内
二
の
滝
橋
な
ど
７
橋
の

補
修
設
計
を
進
め
、
町
道
橋
梁
の

万
全
な
安
全
確
保
に
向
け
た
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
復
旧
に
係
る
要
望
活
動

　

米
坂
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
、
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
国
や
Ｊ
Ｒ
等
に

対
し
、
早
期
復
旧
に
対
す
る
要
望

活
動
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
公
共
交
通
の
確
保

　

公
共
交
通
の
町
営
バ
ス
３
路

線
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
４
路
線

の
運
行
を
確
保
し
、
通
院
や
買
い

物
、
学
校
の
登
下
校
等
の
利
用
実

態
と
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
効
率
的

な
ダ
イ
ヤ
編
成
に
努
め
ま
す
。

■
災
害
時
の
対
応
強
化
へ

　

防
災
訓
練
等
に
使
用
す
る
音
響

▲令和５年度は歴史民俗資料館のプレオープ
　ンや地元住民向けの説明会・見学会を実施

広報おぐに　2024.4

4



特集　特集　令和６年度施政方針および予算

　

白
い
森
を
舞
台
と
す
る
活
き
活
き
と
し
た　

                                   「
暮
ら
し
」
づ
く
り

■
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
の
推
進

　

白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構

想
の
実
現
に
向
け
、
首
都
圏
に
お

け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
展

開
や
特
産
品
等
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
む
ほ
か
、
民
間
事
業
者

と
連
携
し
て
町
内
の
ま
ち
歩
き
用

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、「
白
い
森
の

国
お
ぐ
に
」
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

■
町
内
産
材
の
利
用
と
木
育
の
推
進

　

３
歳
児
を
対
象
と
し
た
町
内
産

木
工
製
品
の
贈
呈
を
継
続
し
、
小

国
産
材
と
触
れ
合
う
機
会
を
創
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
へ
の
愛

着
心
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

町
内
産
木
材
の
利
用
と
木
育
を
推

進
し
ま
す
。

■
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
創
出
の
推
進

　

本
町
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
を

は
じ
め
と
し
た
豊
か
で
多
様
な
森

▲森林サービス産業を創出するため本町の森林資源を体
　験するモニターツアーを実施

林
資
源
と
健
康
や
食
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
等
を
組
み
合
わ
せ
た
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
や
、
そ
れ
ら

を
活
用
す
る
企
業
の
誘
致
に
向
け

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

新
た
な
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
創

出
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
林
業
経
営
の
振
興

　

森
林
の
所
有
者
や
境
界
を
明
確

化
し
、
適
正
な
森
林
管
理
に
よ
る

林
業
経
営
の
振
興
を
図
る
た
め
、

機
材
を
整
備
す
る
ほ
か
、
火
災
や

遭
難
救
助
な
ど
に
使
用
す
る
指
令

車
を
更
新
し
、
円
滑
な
消
防
団
活

動
体
制
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
避
難
所
に
お
け
る
飲
料
水
や

非
常
食
な
ど
の
備
蓄
品
を
計
画
的

に
更
新
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
お
よ
び
工
業
用
水
の
維
持
管
理

　

上
水
道
事
業
で
は
、
持
続
可
能

か
つ
安
定
的
な
水
道
事
業
の
実
現

を
目
指
し
、
設
備
や
機
器
等
の
適

正
な
更
新
に
よ
り
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
、
計
画
的
に
漏
水
調
査
を

実
施
す
る
ほ
か
、
老
朽
化
が
進
む

長
沢
水
源
地
の
電
気
機
械
設
備
を

更
新
し
ま
す
。
下
水
道
事
業
で
は
、

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
小
国
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚

泥
脱
水
設
備
の
更
新
や
管
理
棟
内

の
防
食
塗
装
な
ど
を
実
施
し
、
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
安
定
的
な
工
業
用
水
の
供
給

を
図
る
た
め
、
老
朽
化
し
摩
耗
が

進
ん
で
い
る
原
水
供
給
弁
な
ど
を

更
新
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
飯
豊
山
系
砂
防
事
務

所
が
実
施
し
て
い
る
航
空
レ
ー
ザ

ー
測
量
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
国
、

県
と
共
同
で
森
林
資
源
の
解
析
を

行
い
ま
す
。

■
農
業
の
担
い
手
確
保
と
育
成

　

農
地
の
集
約
や
利
活
用
、
地
域

の
担
い
手
を
具
体
的
に
位
置
づ
け

る
「
地
域
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
国
の
新
規
就
農

者
育
成
総
合
対
策
事
業
費
補
助
金

及
び
本
町
独
自
の
創
農
チ
ャ
レ
ン

ジ
給
付
金
に
よ
り
、
経
営
の
不
安

定
な
就
農
初
期
段
階
の
経
営
安
定

化
を
支
援
し
、
農
業
の
担
い
手
の

確
保
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

■
農
業
所
得
と
生
産
性
の
向
上
へ

　

水
稲
の
生
産
振
興
の
取
り
組
み

と
し
て
、
肥
料
や
農
薬
な
ど
の
価

格
高
騰
へ
の
対
応
や
、
品
質
水
準

の
確
保
に
必
要
な
土
づ
く
り
、
防

除
資
材
購
入
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
転
作
田
で
の
振
興
作
物
の
作

付
拡
大
を
支
援
し
、
農
業
所
得
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
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特集　特集　令和６年度施政方針および予算

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
費
補
助
金
を
活
用
し
て
、
大
豆

の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
土
壌
診

断
や
、
堆
肥
と
な
る
植
物
を
栽
培

し
て
そ
の
ま
ま
圃
場
に
混
ぜ
込
む

「
緑り

ょ
く
ひ肥

」
の
活
用
な
ど
に
取
り
組

む
農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

■
農
村
環
境
の
保
全
活
動
支
援

　

地
域
共
同
に
よ
る
農
地
や
農
業

用
施
設
の
維
持
・
管
理
活
動
と
、

農
村
環
境
の
保
全
活
動
を
支
援
す

る
多
面
的
機
能
支
払
事
業
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
を
活
用
し
、
農
作

物
の
生
産
条
件
が
不
利
な
傾
斜
地

等
で
の
農
業
生
産
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

■
道
の
駅
白
い
森
お
ぐ
に
の
活
用

　

道
の
駅
白
い
森
お
ぐ
に
の
憩
い

の
場
の
創
出
を
図
る
た
め
、
芝
生

広
場
及
び
植
栽
し
た
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
、
リ
ン
ド
ウ
等
の
適
正
な
管

理
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
道
の

駅
を
拠
点
と
し
て
、
豊
か
な
旬
の

素
材
を
活
用
し
な
が
ら
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
誘
客
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
５
年
ぶ
り
と

な
る
町
民
花
火
大
会
を
含
め
た
夏

ま
つ
り
等
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

■
町
内
消
費
の
拡
大
と
産
業
振
興

　

小
国
町
商
工
会
が
実
施
す
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ

ン
ト
還
元
の
取
り
組
み
に
対
し

て
、
消
費
額
の
20
％
相
当
を
補
助

す
る
ほ
か
、
白
い
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
モ
に
お
け
る
空

き
店
舗
の
利
活
用
や
、
賑
わ
い
づ

く
り
に
取
り
組
む
小
国
い
き
い
き

街
づ
く
り
公
社
に
引
き
続
き
支
援

し
ま
す
。

▲令和５年10月に開催した小国町健康まつりでは「サル
　コペニア・フレイル予防」についての講演を実施

■
安
定
的
な
雇
用
の
確
保

　

求
人
活
動
に
つ
い
て
、
町
内
企

業
と
町
に
よ
る
合
同
実
施
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
県
内
外
の
教
育

関
係
機
関
へ
の
訪
問
や
情
報
発
信

に
努
め
、
安
定
的
な
雇
用
の
確
保

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
企
業

に
就
職
し
た
新
社
会
人
を
対
象
に

交
流
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

就
職
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

へ
の
支
援
内
容
の
拡
充

　

昨
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
や
本
年
11
月
ま
で

に
施
行
さ
れ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保

護
法
に
よ
り
、
小
国
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
と
事
務

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
同
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援

を
拡
充
し
ま
す
。

■
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て

　

高
齢
化
率
の
高
い
本
町
に
お
い

て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に

は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
加
齢

に
伴
う
心
身
機
能
の
低
下
予
防
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
小
国
町
健
康
ま
つ
り
を
開
催

し
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
と
生
活
習
慣
の
改

善
を
図
り
ま
す
。

■
病
院
併
設
型
小
規
模
介
護
医
療

　

院
を
開
設

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
介
護
・

医
療
に
係
る
需
要
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
町
立
病
院
に
病
院
併

設
型
小
規
模
介
護
医
療
院
を
開
設

し
ま
す
。

■
が
ん
患
者
を
支
援

　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
整

▲令和６年２月に開催されたスノーフェスティバルでは町
　内の若者等がつくったスノーランタンが道の駅を彩った
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■
職
員
の
人
材
育
成
と
民
間
人
材
の
活
用

　

職
員
の
人
材
育
成
と
し
て
、
内

閣
官
房
と
一
般
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人

ず
つ
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
全
国

町
村
会
主
催
の
地
域
農
政
未
来
塾

に
研
修
生
を
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、

民
間
企
業
で
培
っ
た
専
門
知
識
や

経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
生
か
し

て
、
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
国

の
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
に
よ

持
続
可
能
な
財
政
運
営

り
１
人
を
受
け
入
れ
る
ほ
か
、
Ｄ

Ｘ
の
体
制
整
備
や
推
進
を
図
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
受
け
入
れ

を
継
続
し
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
効
果
的
な
活
用

　

令
和
５
年
度
、
１
億
７
０
０
０

万
円
を
超
え
る
寄
附
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

各
種
の
地
域
活
性
化
に
資
す
る
事

業
に
活
用
し
、
本
町
を
応
援
す
る

多
様
な
人
々
の
思
い
が
反
映
さ
れ

た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

■
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

　

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進

　

Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国

が
進
め
る
地
方
自
治
体
の
基
幹
業

務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
公
図
の
デ
ー
タ
化

や
各
課
が
保
有
し
て
い
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
等
の
地
図
デ
ー
タ
を
一

元
的
に
管
理
し
て
い
く
た
め
、
そ

の
基
盤
と
な
る
統
合
型
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
行
政
事
務

の
効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。

■
役
場
庁
舎
の
長
寿
命
化

　

役
場
庁
舎
の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
、
経
年
劣
化
が
著
し
い
西
側

壁
面
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
高
効
率
な
空
調
設

備
へ
の
改
修
に
向
け
て
実
施
設
計

を
行
う
と
と
も
に
、
建
築
物
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
制
度
に
基
づ

く
認
証
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

む
す
び
に

　

現
在
、
本
町
で
は
若
者
世
代
を

中
心
に
、
移
住
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
の
下
、
多
様
な
人
と
グ
ル
ー
プ

が
つ
な
が
り
、
地
域
に
新
た
な
豊

か
さ
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
し
い
取
り
組
み
に

注
目
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
地
域
を
楽
し
く

暮
ら
し
や
す
く
、
そ
し
て
強
靭
に

な
る
よ
う
、
引
き
続
き
そ
の
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
並
び
に
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

具
の
購
入
費
、
山
形
大
学
医
学
部

附
属
病
院
に
お
け
る
公
的
保
険
の

適
用
と
な
ら
な
い
重
粒
子
線
治
療

費
を
支
援
し
、
治
療
と
就
労
の
両

立
、
及
び
療
育
生
活
の
質
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

■
人
工
透
析
患
者
を
支
援

　

人
工
透
析
に
係
る
送
迎
を
実
施

し
、
町
外
に
通
院
し
て
い
る
透
析

患
者
の
身
体
的
、
経
済
的
な
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心

し
て
通
院
で
き
る
環
境
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
送
迎
事
業
を
利
用

さ
れ
な
い
か
た
へ
の
交
通
費
を
助

成
し
ま
す
。

■
障
が
い
者
を
支
援

　

障
が
い
が
あ
る
か
た
の
程
度
や

状
況
に
応
じ
て
、
移
動
支
援
や
活

動
支
援
、
補
装
具
の
給
付
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
所
へ
の
通
所
に
要

す
る
交
通
費
を
支
援
す
る
ほ
か
、

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
や
紙
お

む
つ
を
支
給
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

更
生
医
療
、
育
成
医
療
制
度
を
活

※施政方針の全文については、町ホームページでご覧になることができます。

用
し
て
医
療
費
を
助
成
し
、
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

■
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
対
す
る
支
援

　

小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
す
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
か

ら
安
定
的
な
事
業
展
開
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
た
め
、
事
業
実
施
に

係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。
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　令和６年度予算が、小国町議会３月定例会で可決されました。一般会計予算は70億円。前年度より

14.6％、８億9,200万円の増額となりました。一般会計と特別会計、企業会計を合わせた町予算の総額は、

119億1,104万９千円。昨年度に比べ５億3,376万１千円（4.7％）の増額となりました。

　歳入では、町税が町内中核企業の業績が安定していることや、企業の設備投資等の要因により、固定資

産税の増額を見込んでおり、前年度比2.1％増の11億7,765万４千円となりました。歳出では、おぐに開発総

合センターの老朽化に伴う次期総合センター建設事業などにより、総務費が前年度比46.8％増の19億4,040

万９千円となりました。

※令和６年度予算については、４月17日の駐在員文書で配布される「令和６年度予算のあらまし」

でも詳しく紹介しています。是非、ご覧ください。

新年度予算概要

【 歳 入 】

■町税　住民の皆さんや法人などに納めていただく税金
（町民税・固定資産税・たばこ税・軽自動車税など）
■地方交付税　市町村の財政状況に応じて、国から交付
されるお金。自治体間の財政力の不均衡をなくし、一
定の行政サービスを行うことができるよう国税（所得
税・酒税・消費税など）として集められた税金のうち、
一定割合を再分配したもの

■町債　町の借入金（借金）
■国・県支出金　市町村が行う特定の事業に対して、国
や県から交付されるお金

【 歳 出 】

■総務費　町の運営や選挙、地域づくりなどに関する経費
■民生費　障がい者福祉、高齢者福祉、子育て支援などの経費
■衛生費　生活環境の保全、疾病予防、健康増進などの経費
■農林水産業費　農林水産業の振興・支援や、基盤整備などに
関する経費

■商工費　商工業や観光振興のための経費
■土木費　道路や河川を整備・管理するための経費
■教育費　教育や生涯学習、文化・スポーツなどの振興を図る
ための経費

■公債費　事業を行うため借りた町債の元金・利息などを支払
う経費

語 句 の 説 明

一 般 会 計一 般 会 計

歳 出歳 出

議会費議会費
8,500万円8,500万円

総務費総務費
19億4,040万９千円19億4,040万９千円

民生費民生費
12億1,118万５千円12億1,118万５千円

衛生費衛生費
４億3,714万７千円４億3,714万７千円

諸支出金・予備費諸支出金・予備費
501万円501万円公債費公債費

８億6,281万１千円８億6,281万１千円

災害復旧費災害復旧費
274万３千円274万３千円

教育費教育費
５億4,247万２千円５億4,247万２千円

消防費消防費
３億556万円３億556万円

土木費土木費
９億8,559万６千円９億8,559万６千円

商工費商工費
３億2,719万４千円３億2,719万４千円

農林水産業費農林水産業費
２億8,932万６千円２億8,932万６千円 労働費労働費

554万７千円554万７千円
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■一般会計

■特別会計

国民健康保険事業

部 落 有 財 産

訪 問 看 護

介 護 保 険

後期高齢者医療

70億円

６億9,998万円

9,600万円

7,420万円

11億202万円

１億3,624万円

■企業会計

病 院 事 業

老人保健施設事業

水 道 事 業

工業用水道事業

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

13億2,745万５千円

４億2,491万円

１億9,774万１千円

１億4,292万４千円

4,448万１千円

６億6,509万８千円 

令和６年度各会計予算総額 119億1,104万円９千円
（前年度比4.7％増）

【令和６年度各会計予算】

（14.6％）

（5.9％）

（▲0.9％）

（6.3％）

（0.8％）

（18.8％）

令 和 年６ 度 予 算

（2.0％）

（3.1％）   

（0.7％）

（3.2％）

（▲24.4％）

（▲41.0％）

一 般 会 計一 般 会 計

歳 入歳 入

町税町税
11億7,765万４千円11億7,765万４千円

使用料および手数料使用料および手数料
7,253万４千円7,253万４千円

分担金および負担金分担金および負担金
1,042万５千円1,042万５千円

繰入金繰入金
５億1,298万２千円５億1,298万２千円

その他その他
２億6,631万３千円２億6,631万３千円

地方譲与税等地方譲与税等
２億8,018万１千円２億8,018万１千円

地方交付税地方交付税
27億7,600万円27億7,600万円

町債町債
９億5,130万円９億5,130万円

国・県支出金国・県支出金
９億5,261万１千円９億5,261万１千円

自主財源自主財源
29.1％29.1％

依存財源依存財源
70.9％70.9％

一般会計予算 70億円70億円
（昨年度から８億9,200万円増額）（昨年度から８億9,200万円増額）
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